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観光・文化部門【経営方針：歴史と文化の薫り高い魅力あふれる観光のまちづくり】

・

・

・ 天草地域の自然環境や歴史・文化に関心を持ちます。
・ 観光客等の来訪者に天草の多様な魅力を伝えます。

施策計画　Ⅰ 自然資源を活用した地域の魅力の向上と情報の発信

政策 ９ 大地の遺産を活用した活動の推進

政策がめざす姿

学術的に検証された成果は学校及び社会教育に活用され、市民の自然資源への興味
関心が高まり、自然環境の保護保全活動が活発化されています。

現状
　天草の地質・地形などの自然遺産の活用を目的として、これまでジオパーク活動を行い、
自然遺産への研究は、大きく進み、子どもたちへの教育やガイド活動の推進につながって
います。天草地域の大地の遺産を住民、地域、行政などが協働して保全するとともに、学
校教育や社会教育に活用し、また、地域の歴史・文化、観光資源を密接に連携させること
により魅力的なツーリズムの構築による天草の地域振興を図っています。

課題
　天草ジオパークの取り組みが、交流人口の増加につながっていないことから令和２年３月
３１日をもって日本ジオパークネットワークから脱退し、天草ジオパークとしての活動を終了
することになりましたが、これまで蓄積した研究や取り組みの成果を活かし、各種イベントで
の周知や出前講座、講演会等を開催するとともに、各種媒体を活用した情報発信を強化し
ていく必要があります。また、自然資源を活用した各種活動を行っている団体・個人・企業
と連携し、学術的情報を加えることによってその活動の質の向上と、自然環境の保護保全
活動の更なる推進を図っていく必要もあります。

天草の自然資源を活かした活動の総合的な情報発信が進み、交流人口が増加していま
す。

計 画 内 容

　これまで行ってきたジオパーク活動（教育支援活動や学術支援活動等）の財産を継続し
活用するとともに、天草の自然資源を活用した活動を行っている団体、個人、企業と連携
し、学術的見どころの情報提供、情報発信等での支援を行うなど、天草独自の新たな活動
として、『海にうかぶ博物館　あまくさ』に取り組み、交流人口の更なる増加を目指します。
　また、新たに改築する御所浦白亜紀資料館を天草の自然資源教育活動及び地域の拠点
施設の一つとして整備し、その機能を高めていきます。

成果指標名 単位
当初実績値 実績値 目標値
（2014年度） （2018年度） （2022年度）

天草自然資源に関する
　　　拠点施設の入込客数

人/年 6,919 8,632 10,000

★市民ができること

50
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